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市
町
村
合
併
の
変
遷

わ
が
国
で
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
市
町

村
の
合
併
が
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
合

併
を
行
う
理
由
は
、
各
時
代
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
根
幹
に
は
、「
時

代
の
流
れ
の
中
で
、
変
化
を
遂
げ
る
社

会
・
経
済
情
勢
に
適
応
し
な
が
ら
、
公

共
の
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
各

市
町
村
の
規
模
（
人
口
・
財
政
）
を
あ

る
程
度
拡
大
し
な
け
れ
ば
、
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。」
と
い
う
共
通
の
問
題
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。

今
、
な
ぜ
市
町
村
合
併
な
の
か
？

今
、
全
国
に
は
３
２
２
７
の
市
町
村

が
あ
り
ま
す
が
、
国
は
今
回
の
市
町
村

合
併
の
推
進
に
よ
り
、
１
０
０
０
程
度

に
ま
で
総
数
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
「
市
町
村
の
合
併
の
特

の
内
容
も
高
度
か
つ
多
様
に
な
る
と

と
も
に
、
そ
の
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
の
整
備

充
実
を
、
ま
た
、
高
齢
化
対
策
と
し

て
は
、
医
療
や
保
険
、
社
会
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
施
策
化
す
る

必
要
が
あ
り
、
市
町
村
に
は
人
的
・

財
政
的
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

例
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
例
措
置
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
各
種
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
、

住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
自
主
的
な
合
併

を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
る

背
景
（
一
般
論
）
と
し
て
は
、

１．

地
方
分
権
推
進
の
観
点

平
成
12
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地

方
分
権
一
括
法
は
、
各
市
町
村
に
対

し
て
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則

の
下
、
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
、
地
域
の
責
任
あ
る
選
択
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
、
個
々
の

市
町
村
が
自
立
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
市
町

村
は
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
た
施
策

の
立
案
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
へ

の
適
切
な
説
明
責
任
を
負
い
、
住
民

の
納
得
が
得
ら
れ
る
行
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２．

少
子
高
齢
社
会
に
対
処
す
る
観
点

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
が
到
来

し
、
市
町
村
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

市町村合併を考える�市町村合併を考える�

幼少人口
（０～14）
労働人口
（15～64）
老年人口
（65以上）�

計�

区分�

3,222

9,453

1,381

14,056

昭和45

4,030

11,971

1,623

17,624

昭和50

4,478

13,648

1,944

20,070

昭和55

4,728

14,461

2,191

21,380

昭和60

4,394

14,422

2,698

21,514

平成２�

4,006

15,059

3,452

22,517

平成７�

〈重信町の年齢区分別人口の推移〉�
（単位：人）�
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３．

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

す
る
観
点

平
成
12
年
度
末
に
お
け
る
国
・
地

方
の
借
入
金
残
高
は
、
約
６
４
５
兆

円
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
が
続

け
ば
、
利
払
い
費
の
増
加
に
よ
る
財

政
の
硬
直
化
が
危
惧
さ
れ
る
と
と
も

に
、
次
世
代
を
担
う
若
者
や
子
ど
も

た
ち
に
将
来
に
わ
た
り
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
市
町
村
は
、
基
幹
的

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
な
が
ら

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
無
駄
を
な
く
し
効
率
的
な
行
政

運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

４．

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
観
点

こ
の
30
年
の
間
に
、
東
京
一
極
集

中
が
著
し
く
進
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
抗
し
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
広
域
市

町
村
圏
な
ど
の
住
民
の
日
常
社
会
生

活
圏
を
国
土
形
成
の
基
礎
的
な
単
位

と
し
て
と
ら
え
、
広
域
的
な
観
点
で

地
域
の
振
興
整
備
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
圏

域
単
位
の
発
展
の
た
め
に
は
、
圏
域

の
中
心
と
な
る
都
市
が
一
定
の
規
模

や
行
財
政
能
力
を
も
っ
て
、
地
域
発

展
牽
引
車
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

５．

増
大
す
る
広
域
的
な
行
政
需
要
に

対
処
す
る
と
い
う
観
点

a

住
民
の
生
活
圏
の
拡
大

道
路
網
や
都
市
的
生
活
環
境
の

整
備
、
ま
た
高
度
情
報
通
信
手
段

の
整
備
は
、
住
民
の
日
常
社
会
生

活
圏（
通
勤
・
通
学
圏
、
商
圏
…
）

の
広
域
化
を
助
長
し
、
併
せ
て
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
・

専
門
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
圏
の
拡
大
に
伴
い
市
町
村
の

区
域
を
越
え
た
広
域
的
な
行
政
需

要
も
ま
す
ま
す
増
大
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

s

行
政
の
広
域
化

各
市
町
村
で
は
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
、
他
の
市
町
村
と
共
同
で
一
部

事
務
組
合
や
協
議
会
を
設
け
、
市

町
村
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
な
取

組
み
に
よ
り
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
保

全
や
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に
迅
速

か
つ
広
域
的
な
取
組
み
が
必
要
な

事
案
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
機

動
的
な
取
組
み
を
行
え
る
広
域
的

組
織
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
５
つ
の
項
目
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
適
切
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
の
合
併

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
有
効
な
方
策

で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
適
切

に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
国
の
立
場
か
ら
見
た
合
併

の
必
要
性
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
合

併
に
関
す
る
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
の

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。

合
併
を
す
る
・
し
な
い
と
い
う
議
論

か
ら
始
ま
る
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
が
今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
希
望

す
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
意

見
が
合
併
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、

方
向
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。重

信
町
で
は
、
町
内
19
地
区
、
21
分

館
を
町
長
が
訪
問
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
「
地
区
別
座

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
区

長
・
分
館
長
と
協
議
の
上
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
是
非
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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れ
き
み
ん�

れ
き
み
ん�

れきみん� れきみん�

れきみん� れきみん�

　
田
植
え
の
季
節
で
す
。�

　
５
月
か
ら
歴
民
の
展
示
は
「
田

植
え
」
と
「
収
穫
」
を
テ
ー
マ
に
、

館
蔵
の
農
具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

耕
耘
機
や
田
植
機
の
出
現
で
、
今

で
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
た
田
植

え
風
景
、
早
乙
女
さ
ん
の
笑
い
声
。�

　
上
林
の
全
長
８
ｍ
も
の
田
植
え

定
規
や
田
の
は
し
と
は
し
に
ひ
も

を
わ
た
す
岸
田
式
田
植
え
定
規
。

脱
穀
の
歴
史
を
変
え
た
「
千
歯
」

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。�

３
・
４
・
５
・
７
・
１４
・
２０�

２１
・
２８
・
３１
�

田
植
え
歌
の
声�

　
脱
穀
の
音�

５
月
の
休
館
日�

写真:「日本の民俗(下)」より�
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「
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
」

３
月
の
芸
予
地
震
に
よ
り
家
屋
等
の
固

定
資
産
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
そ

の
損
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
以
上
で
あ

れ
ば
、
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

減
免
を
受
け
ら
れ
る
損
害
の
程
度
と
は
、

町
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
家
屋
の
場

合
、
当
該
家
屋
の
価
値
が
１０
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
減
少
し
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
す
。

申
請
手
続
き
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
役

場
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
６
４-

４
４
０
３

「
特
別
援
護
資
金
貸
付
制
度
」

芸
予
地
震
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、

無
利
子
の
貸
し
付
け
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
。

¡
一
般
世
帯
　
３０
万
円

¡
農
林
商
工
業
者
　
１
０
０
万
円

を
限
度
と
し
、
住
宅
、
倉
庫
、
ブ
ロ
ッ
ク

堀
、
店
舗
、
施
設
、
事
務
所
な
ど
が
対
象

で
備
品
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。
融
資
は
い

ず
れ
も
被
害
額
の
８０
％
以
内
と
し
２
ヶ
月

据
え
置
き
の
２
年
償
還
で
、
連
帯
保
証
人

１
名
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
の
受
け
付

け
は
５
月
３１
日
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
役

場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

９
６
４-

４
４
０
０

国民健康保険税�
　国民健康保険（以下国保）は、病気やけがをした時にかかる医療費をまかなっている大切な制度です。
　あなたが医療機関にかかった時の医療費は、窓口でお支払い頂く自己負担、国などの補助と国保税（医療分）でま
かなわれており、この制度を維持するための主要な財源となっております。
　なお昨年度から介護保険が始まり、それに伴い、国保に加入する40歳～64歳の人も介護保険に加入し、国保税（介
護分）を合わせて納めて頂くことになっています。�

●国保税の決め方�

　　国保税の医療分と介護分の計算方法
は、下記の表のようになります。
●40歳及び65歳になった時は�

　　年度の途中で40歳になる人がいる世
帯は、40歳到達月分から（通常は誕生
日の月から、月の１日生まれの人のみ
前月分から）介護分が上乗せされます。
逆に、年度途中に65歳に到達する見込
みの人がいる世帯は、65歳到達月の前
月までの分が月割りで計算され、それ
に応じた額を納めることになります。
　　これらの場合の資格についての届出
は不要です。
　　また65歳になった月からは、１号被
保険者としての介護保険料を納めるこ
とになります。
●保険税は期限内に�

　　保険税の納税通知書は、世帯主あて
に送られます。世帯主自身がサラリー
マンなど国保の被保険者でなくても、

被保険者のいる世帯主は、保険税を納
める義務があります。

　　被保険者の高齢化による医療費の増
加等により国保の財政は、大変苦しく
なっております。保険制度は、相互扶
助を前提に成立していますので、保険
税の未納があると財政はさらに厳しく
なり、適正な運営が出来なくなって、
他の人にも迷惑をかけることになりま
す。期限内に必ず納付して下さい。

●保険税を滞納すると�

　　今年度から、保険税を納めて頂けな
い方に対する滞納措置を徹底いたします。

　　特別な理由がなく、納期限から１年
間が経過しても納付していただけない
場合は、保険証を交付できなくなります。

　　また、交付している場合でも返還し
て頂き、代わりに資格証明書を交付い
たします。病気やけがをした時、資格
証明書を病院に提示しても、医療費は
３割負担ではなく、全額自己負担にな

ります。
　　但し、後日役場窓口で申請すれば支
払い額の７割が払いもどされます。

　　さらに１年６ヶ月以上滞納すると国
保の給付（療養費、高額療養費、出産
一時金、葬祭費など）の全部または一
部が差止められることになります。

　　やむを得ない事情があり納付が困難
な場合は、税務課保険税係にご相談下
さい。

●役場の担当課�

　役場の担当部署は、次のとおりです。
　保険年金課　†964_4408�

　¡医療・介護保険給付関係
　¡介護保険認定関係
　¡保険証関係
　¡１号被保険者（65歳以上の方）の介

護保険料関係�
　税務課　†964_4403�

　¡国保税関係（２号被保険者（40歳か
ら64歳までの方）の介護分を含む）�

平 等 割 �

一世帯につき
26,000円�

均 等 割 �

世帯の被保険者
一人につき22,000円�

（22,000円×被保険者数）�

所 得 割 �

世帯の被保険者の所得�
（33万円（基礎控除）�
控除後）に対して7.6％�

資 産 割 �

世帯の被保険者の�
固定資産税額に�
対して36％�

一年間の
保険税額（医療分）
（限度額53万円）

＋� ＋� ＋� ＝�

表１　医療分国保税率表�

平 等 割 �

２号被保険者がいる�
世帯につき一世帯当たり�

3,400円�

均 等 割 �

２号被保険者�
一人当たり4,200円�

（4,200円×２号被保険者数）�

所 得 割 �

２号被保険者の所得�
（33万円の基礎控除後）�

に対して0.8％�

資 産 割 �

２号被保険者の�
固定資産税額に�
対して６％�

一年間の�
保険税額（介護分）�
（限度額７万円）�

＋� ＋� ＋� ＝�

表２　介護分国保税率表�
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今
回
か
ら
、『
人
権
教
育
・
啓
発

推
進
法
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

こ
の
法
律
は
、
そ
の
基
本
理
念

と
し
て
『
…
人
権
尊
重
の
理
念
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
を
体

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
…
』

と
示
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
中
の
『
人
権
尊
重

の
理
念
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
法
律
の
も
と
に

な
っ
て
い
る
、
人
権
擁
護
推
進
審

議
会
の
答
申
（
Ｈ
１１
、
７
）
に
よ

る
と
、
人
権
尊
重
の
理
念
と
は
、

『
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
人

の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し
く
理
解

し
そ
の
権
利
の
行
使
に
伴
う
責
任

を
自
覚
し
て
、
人
権
を
相
互
に
尊

重
し
合
う
こ
と
』
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人
権
の
共
存

と
い
う
考
え
方
な
の
で
す
。

人
権
と
は
、『
社
会
を
構
成
す
る

す
べ
て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
の

生
存
と
自
由
を
確
保
し
、
社
会
に

お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
』

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
国
民

に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
従
来
は

主
と
し
て
、
公
権
力
に
よ
っ
て
侵

さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
理
解
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
民
相
互
の

間
に
み
ら
れ
る
不
当
な
差
別
等
が

あ
り
、
こ
れ
を
解
消
し
な
い
か
ぎ

り
、
真
に
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い

る
社
会
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
間
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
お

い
て
も
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

当
然
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
に

立
つ
と
、
人
権
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
と
い
っ
た
公
権
力
と
の
関

係
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
国
民

相
互
の
関
係
に
お
い
て
も
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

我
が
国
の
国
民
は
、
正
当
に
主

張
し
て
よ
い
よ
う
な
場
面
で
十
分

な
権
利
主
張
が
で
き
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
自
分
の
権

利
を
主
張
す
る
上
で
、
他
人
の
権

利
に
も
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
者
が
少
な
く
な
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
指
摘
が
正
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
国
民
一
人
一
人
に
人
権

尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
が

い
ま
だ
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い

結
果
な
の
で
す
。

人
権
尊
重
の
理
念
、
そ
れ
は
、

”自
分
の
人
権
を
大
切
に
、

他
人
の
人
権
も
大
切
に
“

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
へ
の
”理
解
“
を
深

め
、
　”体
得
“
す
る
こ
と
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
人
権
教
育
・

推
進
法
は
制
定
さ
れ
た
の
で
す
。

日
本
国
憲
法
第
１２
条
に
は
、

『
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
』

と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
『
不
断
の
努
力
』

と
は
、『
自
分
の
人
権
を
正
当
に
主

張
し
、
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
』
で
す
。
人

類
の
多
年
に
わ
た
る
努
力
を
無
に

し
た
く
な
い
も
の
で
す
。

先
日
、
松
山
南
警
察
署
か
ら
、

平
成
１２
年
中
に
お
け
る
管
内
の
犯

罪
や
少
年
非
行
の
概
況
を
ま
と
め

た
生
活
安
全
白
書
が
送
付
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

松
山
南
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯

の
発
生
は
、
３
６
４
７
件
で
、
前

年
に
比
べ
５
８
７
件
増
加
し
て
い

ま
す
。

少
年
非
行
に
つ
い
て
は
、
検
挙
・

補
導
し
た
刑
法
犯
少
年
が
２
６
９

人
で
前
年
よ
り
３３
人
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
多
く
、
こ

れ
は
、
全
刑
法
犯
検
挙
の
５３
・
９

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
内
容
的
に

は
凶
悪
化
・
集
団
化
し
、
女
子
に

よ
る
非
行
は
、
８１
人
増
加
し
、
全

体
の
３０
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
少
年
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
、
暴
力
や
性
交
等
を
描
写

し
た
図
書
・
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
媒
体
と
す
る
有
害
な
情

報
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
大
変
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
出
、
喫
煙
、
深
夜
は

い
か
い
、
飲
酒
、
暴
走
行
為
な
ど

の
不
良
行
為
が
１，
１
３
６
人
、
全

体
の
８５
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

│
こ
ど
も
は
地
域
の
宝
、
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
│

「
救
助
信
号
」を
し
っ
か
り
受
け
止
め
ま
し
ょ
う

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

本
町
に
居
住
す
る
刑
法
犯
少
年

は
３４
人
、
不
良
行
為
少
年
は
、
８８

人
で
、
や
や
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ

の
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、

将
来
、
有
為
な
成
人
と
し
て
社
会

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
少
年
が

誤
っ
た
道
に
踏
み
込
ま
な
い
よ
う
、

地
域
の
大
人
が
し
っ
か
り
と
温
か

く
育
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
補
導
セ
ン
タ
ー

や
教
育
相
談
室
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
児
童
相
談
所
、
児
童
福
祉

事
務
所
、
教
育
委
員
会
、
警
察
署

等
関
係
機
関
と
地
域
や
学
校
・
家

庭
が
さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
昨
年
の
Ｇ
・

Ｗ
に
は
、
１７
歳
の
少
年
に
よ
る
重

大
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
起

こ
し
た
事
件
の
よ
う
で
も
必
ず
予

兆
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

救
助
信
号
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

る
家
庭
や
地
域
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

○
情
報
等
は

９
６
４-

３
４
３
７

９
６
４-

４
４
２
０
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　Ｌａｓｔ ｍｏｎｔｈ Ｉ ｇｏｔ ｖｅｒｙ ｅｘｉｔｅｄ ａｓ ｍｙ ｐａｒｅｎｔｓ ｄｅｃｉｄｅｄ ｔｈａｔ ｔｈｅｙ ｗｅｒｅ ｇｏｉｎｇ 
ｔｏ ｖｉｓｉｔ ｍｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ． Ｔｈｅｙ ａｒｒｉｖｅｄ ａｔ Ｋａｎｓａｉ ａｉｒｐｏｒｔ ｏｎ Ｍａｒｃｈ 11ｔｈ Ｉｔ ｗａｓ 
ｇｒｅａｔ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈｅｍ ａｇａｉｎ ａｆｔｅｒ ｅｉｇｈｔ ｍｏｎｔｈｓ． Ｗｅ ｗｅｎｔ ｓｔｒａｉｇｈｔ ｔｏ Ｋｙｏｔｏ 
ｗｈｅｒｅ Ｉ ｈａｄ ｂｏｏｋｅｄ ａ ｈｏｔｅｌ ｎｅａｒ Ｓｈｉｊｏｄｏｒｉ ｂｕｔ ｗｅ ｄｉｄｎ’ｔ ｇｏ ａｎｙｗｈｅｒｅ ａｓ 
ｍｙ ｐａｒｅｎｔｓ ｗｅｒｅ ｖｅｒｙ ｔｉｒｅｄ ｆｒｏｍ ａｎ ｅｘｈａｕｓｔｉｎｇ ｓｉｘｔｅｅｎ-ｈｏｕｒ ｆｌｉｇｈｔ．
　Ｔｈｅ ｎｅｘｔ ｄａｙ ｗｅ ｗｅｎｔ ｔｏ Ｋｉｙｏｍｉｚｕ ｔｅｍｐｌｅ． Ｗｅ ｔｈｏｕｇｈｔ ｉｔ ｗａｓ ｂｅａｕｔｉｆｕｌ 
ａｎｄ ｓｐｅｎｔ ａ ｌｏｎｇ ｔｉｍｅ ｗａｌｋｉｎｇ ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ ｇｒｏｕｎｄｓ． Ｏｎ ｔｈｅ ｔｈｉｒｄ ｄａｙ ｗｅ 
ｖｉｓｉｔｅｄ Ｋｉｎｋａｋｕ ｔｅｍｐｌｅ． Ｉｔ ｗａｓ ｒｅａｌｌｙ ｉｍｐｒｅｓｓｉｖｅ ｓｅｔ ｉｎ ａ ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ｌａｋｅ． 
Ｓｔｒａｉｇｈｔ ａｆｔｅｒ ｗｅ ｗｅｎｔ ｔｏ Ｒｙｏａｎｊｉ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈｅ Ｚｅｎ ｇａｒｄｅｎ，ｔｈｉｓ ｗａｓ ｎｏｔ ｓｏ 
ｉｍｐｒｅｓｓｉｖｅ！ Ｔｈｅ ｎｅｘｔ ｄａｙ ｗｅ ｄｉｄｎ’ｔ ｇｏ ａｎｙｗｈｅｒｅ ｉｎ ｐａｒｔｉｃｕｌａｒ． Ｗｅ ｊｕｓｔ 
ｒｅｌａｘｅｄ ｗａｌｋｉｎｇ ａｒｏｕｎｄ Ｋｙｏｔｏ，ｖｉｓｉｔｉｎｇ ｃｏｆｆｅｅ ｓｈｏｐｓ，ｗｉｎｄｏｗ ｓｈｏｐｐｉｎｇ ａｎｄ 
ｔａｌｋｉｎｇ． Ｔｈａｔ ｎｉｇｈｔ ｗｅ ｄｅｃｉｄｅｄ ｔｏ ｇｏ ｏｎ ａ ｄａｙ ｔｒｉｐ ｔｈｅ ｔｏ Ｈｉｍｅｊｉ ｃａｓｔｌｅ．
　Ｔｈｅ ｃａｓｔｌｅ ｗａｓ ｒｅａｌｌｙ ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ａｎｄ ａｇａｉｎ ｗｅ ｓｐｅｎｔ ａ ｌｏｎｇ ｔｉｍｅ ｗａｌｋｉｎｇ 
ａｒｏｕｎｄ ｅｎｊｏｙｉｎｇ ｔｈｅ ｖｉｅｗｓ ａｎｄ ｔａｋｉｎｇ ｐｈｏｔｏｓ． Ｏｎ ｔｈｅ ｆｉｎａｌ ｄａｙ ｗｅ ｗｅｎｔ ｔｏ 
Ｓａｎｊｕｓａｎｇｅｎｄｏ ｔｅｍｐｌｅ． Ｔｈｉｓ ｗａｓ ｍｙ ｆａｖｏｒｉｔｅ． Ｗｅ ｃｏｕｌｄｎ’ｔ ｂｅｌｉｅｖｅ ｈｏｗ ｌｉｆｅ
ｌｉｋｅ ｔｈｅ ｓｔａｔｕｅｓ ｗｅｒｅ，ｉｔ ｌｏｏｋｅｄ ｌｉｋｅ ａｎ ａｒｍｙ ｏｆ Ｂｕｄｄｈａｓ．
　Ｍｙ ｐａｒｅｎｔｓ ｈａｄ ａ ｇｒｅａｔ ｔｉｍｅ ｉｎ Ｋｙｏｔｏ ａｎｄ ｗｅｒｅ ｉｍｐｒｅｓｓｅｄ ｂｙ ｈｏｗ ｐｏｌｉｔｅ 
ａｎｄ ｈｅｌｐｆｕｌ ｔｈｅ ｐｅｏｐｌｅ ｗｅｒｅ． Ｔｈｅｙ ａｌｓｏ ｔｈｏｕｇｈｔ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｅｒｖｉｃｅ ｉｎ ｓｈｏｐｓ，
ｒｅｓｔａｕｒａｎｔｓ ａｎｄ ｈｏｔｅｌｓ ｗａｓ ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ，Ｕｎｆｏｒｔｕｎａｔｅｌｙ ｔｈｅｙ ｄｉｄ ｎｏｔ ａｐｐｒｅｃｉａｔｅ 
Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｏｄ（ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ“ｗａｓａｂｉ”） ｓｏ ｗｅ ａｔｅ ａｔ Ｉｎｄｉａｎ ａｎｄ Ｉｔａｌｉａｎ ｒｅｓｔａｕｒａｎｔｓ 
ｅｖｅｒｙｄａｙ！ Ｉ ｈａｄ ａ ｇｒｅａｔ ｔｉｍｅ ｔｏｏ ａｎｄ ｉｔ ｗａｓ ｓａｄ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈｅｍ ｌｅａｖｅ．

9

“Ｋｙｏｔｏ”�

京都�
　先月、私の両親が私に会いに日本にやってくると決めた時、とても楽しみな気分でした。彼らは３月11
日に関西空港に着きました。なんと８カ月ぶりに彼らに会えたのです。私たちは私の予約した四条通りの
ホテルにそのまま行きましたが、両親は飛行機での16時間もの、くたくたになる長旅で疲れていたため、
どこにも出かけませんでした。
　次の日、私たちは清水寺に行きました。それはとても美しく長い間、時間をかけて庭園を歩きました。
３日目は金閣寺を訪ねました。それは美しい池の中にとても印象的に建っていました。その後、竜安寺の
禅の庭を見に行きましたが、あまりよく理解できませんでした。次の日は、特にどこにも出かけませんで
した。ただのんびりと街を散歩したり、喫茶店に立ち寄ったり、ウィンドウショッピングをしたり、おし
ゃべりをしたりして過ごしました。その夜、われわれは、姫路城に日帰り旅行をすることにしました。
　姫路城は、本当に美しく、その景観を楽しみながらまたもや長い間歩き回ったり写真をとったりしまし
た。最後の日、われわれは三十三間堂に行きました。ここは私のお気に
入りでした。生きているような真に迫った像たちが信じられま
せんでした。それはまるで、仏様の軍団のようでした。
　両親は京都で大いに楽しみ、丁重で親切な人たちに感
銘を受けました。それから日本の店やレストランやホ
テルのサービスは、なんてすばらしいんだろうとも感
じました。残念なことに彼らに日本食はあわなかった
ようです。（特に“わさび”）それでわれわれは、イン
ド料理やイタリア料理の店で毎日食事をしました。本当
に楽しい時を過ごしましたが、両親が去っていくのを見る
時はさびしかったです。

ラ
ッ
カ
ー
ニ
・
カ
ル
ペ
ッ
シ
ュ
さ
ん
�

１
９
６
９
年
１２
月
２４
日
生
（
３０
歳
）
　
イ
ギ
リ
ス
出
身
�

　
昨
年
７
月
か
ら
重
信
町
に
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
日
。
�

　
中
学
校
で
英
語
指
導
を
し
て
い
る
他
、
小
学
校
生
及
び
一
般
町
民
に
も
英

語
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
活
動
。
�

　
趣
味
は
、
ギ
タ
ー
、
料
理
・
旅
行
・
読
書
・
映
画
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
と
幅
広
い
。
�



12

国民年金保険料免除制度国民年金保険料免除制度国民年金保険料免除制度

児童手当制度児童手当制度児童手当制度
所得制限限度額を�
大幅に引き上げ�

支給対象を拡大する予定です！�

所得制限の引き上げにより、今まで受給していない方も受給で
きる場合があります。新たに対象となる方は、５月中に役場福
祉課へ「認定請求書」を提出してください。�

　国民年金保険料を納めることが困難な場合、免除
制度があります。一時的に保険料を納めることが免
除され、10年以内であれば追納（後で納めること）
することができます。
●申請免除�
　免除申請書を提出し、基準に適合すれば免除さ
れます。
●学生納付特例制度�
　学生納付特例とは、学生本人の申請に基づき、
学生さん自身に一定の所得がある場合を除き国民
年金保険料を納めることが猶予され、社会人にな
ってから保険料を納めることができる制度です。
　学生さん本人の住民票のある市町村で申請の手

続きをしてください。（年金手帳・印鑑・学生証
又は在学証明書が必要）�
①申請をした日の前月分からその年度末までが承認
される期間となりますので、１年間の免除（猶予）
を希望される方は５月31日までに、申請してくだ
さい。
②年度を単位に承認となりますので、今年度も免除
を希望される方も５月31日までに申請してくださ
い。�

《注意》児童手当は認定請求をした日の属する月の翌月から支給され
ます。提出が遅れると遅れた分の月の手当が受けられません。
必ず５月末日までに提出して下さい。�

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がある者についての限度額（所
得額ベース）は上記の額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人につき６万円を加
算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、１人につき38万円（扶養
親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額。�

問い合わせ先�

役場福祉課　†ª§¢–¢¢º§

問い合わせ先�

役場保険年金課　†ª§¢–¢¢º•

平成13年度所得制限限度額
扶養親族等の数�

０人�
１人�
２人�
３人�
４人�
５人�

所得制限限度額(万円)

301.0

339.0

377.0

415.0

453.0

491.0

厚生年金などの加入者の場合、特例により以下の限度額が適用されます。�
扶養親族等の数�

０人�
１人�
２人�
３人�
４人�
５人�

所得制限限度額(万円)

460.0

498.0

636.0

674.0

612.0

650.0

児童手当関係届出手続き一覧�
提出を必要とするとき�

新たに受給資格が生じたとき�
毎年６月（すべての受給者）�
他の市区町村に住所が変わったと�
き�
出生などにより支給対象となる児�
童が増えたとき�
年齢要件などにより支給対象とな�
る児童が減ったとき�
年齢要件などにより支給対象とな�
る児童がいなくなったとき�
法附則第６条給付又は法附則第８�
条給付の受給者が退職した場合�

受給者が公務員になったとき�
�
同じ市区町村の中で住所が変わっ�
たとき�
養育している児童の住所が変わっ�
たとき�
受給者又は養育している児童の名�
前が変わったとき�

届出の種類�
認定請求書�
現況届�

受給事由消滅届、�
認定請求書�

額改定認定請求書�
�

額改定届�
�

受給事由消滅届�
�

受給事由消滅届�
�

受給事由消滅届、�
認定請求書�

住所変更届�
�

住所変更届�
�

氏名変更届�
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C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

5/１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

6/１

２

３

４

５

日� 行　　　　　　事� 移動図書館車� 当 番 医 � ご　　　み�
固定資産税(第１期)水道使用料(２・３月分)納期限
国民年金保険料納付期日
社会保険出張相談所　10:00～15:30　商工会館
読書会「源氏物語」　13:30～15:30　町民会館

郷土史講座 13:30～15:30 町民会館　

エアロビクス教室(初級) 10:00～11:00 ツインドーム重信

エアロビクス教室(中級) 10:00～11:00 ツインドーム重信

行政・心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館

分館長・分館主事合同会 19:30～ 役場
�
お話会 14:00～15:00 図書館　花いっぱい運動 9:00～
菊づくり講座 13:30～15:30 町民会館
重信町レクリエーションバレーボール大会 9:30～ ツインドーム重信�
「おはなし隊」キャラバンカー来町 10:00～ 町民会館・廃棄図書交換市

�
エアロビクス教室(初級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
�
読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館
エアロビクス教室(中級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
同和教育協議会・同和対策協議会総会 19:30～21:00 町民会館
�
�

�
�
�
�

�
エアロビクス教室(初級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
�
エアロビクス教室(中級) 10:00～11:00 ツインドーム重信�
�
心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館
�
�
�
花いっぱい運動 9:00～
お話会 14:00～15:00 図書館�
廃棄図書交換市
大人とこどものふれあい広場 19:30～21:30 図書館

�
エアロビクス教室(初級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
�
エアロビクス教室(中級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
�
軽自動車税納期限
国民年金保険料納付期日
�
�
国民健康保険税(10期)納期限　国民年金保険料納付期日
菊づくり講座 13:30～15:30 町民会館

社会保険出張相談所　10:00～15:30　商工会館

北吉井幼稚園�

重信幼稚園�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

山之内・樋口・横河原�

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�
上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田�
上村・下林・上林�

北吉井幼稚園�

重信幼稚園

拝志小学校�

上林小学校�

山之内・樋口・横河原�

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�
上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田�
上村・下林・上林�

上林小学校�

北吉井幼稚園�

重信クリニック�
†964_1188
愛媛十全医療学院附属病院�
†966_5011

宮内病院�
†975_0091

八木耳鼻咽喉科皮膚科�
†964_5400

辻井循環器科内科小児科�
†964_0013

国立療養所愛媛病院�
†964_2411

藤本内科クリニック�
†960_5500

いのうえ小児科�
†955_0055

休み�

休み�

休み�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)

粗大ごみ:横河原・田窪団地・�
志津川(八反地を除く)以外

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)・田窪団地�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ　①空き缶・金属類　②ペットボトル、その他�
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課
　
長 

池
田
典
弘 

(

保
険
年
金
全
般)

　
　
　
　 

門
田
孝
明 

(

国
民
健
康
保
険)

○
介
護
保
険
係
長 

門
田
千
志 

(

介
護
保
険)

　
主
　
査 

高
原
さ
ゆ
り 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

渡
部
剛
士 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

森
　
賢
治 

(

　
〃
　)

○
　
〃
　 

大
北
勝
也 

(

国
民
健
康
保
険)

　
主
　
事 

水
田
隆
介 

(

国
民
年
金
・
乳
幼
児
医
療)

　
　
〃
　 

鎌
田
佳
恵 

(

国
民
年
金)

◎
主
事
補 

石
川
友
実
子 

(

老
人
・
重
心
・
母
子
医
療)

　
嘱
　
託 

稲
垣
忠
司 

(

国
民
年
金
徴
収)

　
　
〃
　 

森
　
清
徳 

(

　
　
〃
　
　)

　
　
〃
　 

塩
見
エ
リ
子 

(

　
　
　
　
　)

　
　
〃
　 

森
　
道
子 

(

老
人
保
健
レ
セ
プ
ト
点
検)

　
臨
　
時 

東
　
鮎
美 

(

介
護
保
険)

　
課
　
長 

和
田
　
洋 

(

産
業
全
般)

　
　
　
　 

武
智
安
史 

(

　
　
　
　
　)

○
産
業
係
長 

宮
内
仁
司 

(

農
林
水
産
振
興
全
般)

　
主
　
任 

大
西
清
美 

(

農
業
振
興
、商
工
、観
光)

　
　
〃
　 

池
田
隆
太 

(

　
　
　
　
　)

　
主
　
査 

上
岡
浩
二 

(

農
業
土
木)

　
　
〃
　 

竹
森
尚
樹 

(

　
　〃　
　)

○
　
〃
　 

東
　
洋
一 

(

農
林
業
振
興)

　
技
　
師 

大
西
一
正 

(

農
業
土
木)

　
課
　
長 

伊
賀
　
功 

(

国
土
調
査
全
般)

○
　
　
　 

池
川
忠
徳 

(

地
籍
調
査
・
補
助
金)

　
管
理
係
長 

古
用
美
砂
子 

(

事
業
推
進
・
庶
務)

　
主
　
査 

宇
都
宮
由
孝 

(

地
籍
調
査
・
認
証)

　
　
〃
　 

森
　
幸
一 

(

地
籍
調
査
・
デ
ー
タ
処
理)

　
臨
　
時 

渡
部
昌
史 

(

数
値
情
報
化
・
庶
務)

　
事
務
局
長 

和
田
　
洋 

(

　
　
　
　
　)

　
係
　
長 

高
須
賀
政
史 

(

　
　
　
　
　)

　
主
　
事 

江
崎
寿
紀 

(

　
　
　
　
　)

課
長
補
佐(

兼)

保
険
年
金
係
長�

国
民
健
康
保
険�

レ
セ
プ
ト
点
検�

土
地
改
良
事
業�

全
般
農
業
土
木�

課
長
補
佐(

兼)

農
業
土
木
係
長�

換
地
業
務
、中
山
間�

土
地
改
良
事
業
庶
務�

産
業
課
長
兼
務
農
業�

委
員
会
事
務
局
総
括�

農
地
利
用
調
整
、農
地
情�

報
管
理
、農
業
者
年
金�

農
地
法
許
可
申
請�

事
務
証
明
事
務�

課
長
補
佐(

兼)

国
土
調
査
係
長�

　
課
　
長 
露
口
憲
三 

(

建
設
全
般)

　
　
　
　 

渡
部
清
則 

(

一
般
土
木)

　
管
理
係
長 

青
野
喜
代
子 

(

　
　
　
　
　)

　
建
築
住
宅
係
長 

渡
部
真
二 

(

建
築
確
認)

○
主
　
査 

牧
　
正
人 

(

町
営
住
宅
・
用
地
事
務)

　
技
　
師 

橘
　
正
城 

(

一
般
土
木)

　
主
　
事 

伊
賀
丈
洋 

(

　
　
　
　
　)

国
有
土
地
・
屋
外�

広
告
・
道
路
維
持�

　
課
　
長 

山
内
数
延 

(

都
市
整
備
全
般)

　
　
　
　 

丹
生
谷
則
篤 

(

都
市
計
画
・
地
域
開
発)

　
公
園
整
備
係
長 

池
田
裕
二 

(

総
合
公
園
整
備)

○
公
園
管
理
係
長 

a
原
弘
一 

(

公
園
管
理
・
運
営)

○
主
　
査 

丹
生
谷
衛 

(

地
区
計
画
・
区
画
整
理)

　
　
〃
　 

大
西
匡
宏 

(

総
合
公
園
整
備)

○
　
〃
　 

大
森
　
泰 

(

公
園
管
理
・
運
営)

　
主
　
事 

岡
田
勧
司 

(

開
発
許
可
・
土
地
利
用)

課
長
補
佐(

兼)

都
市
計
画
係
長�

　
課
　
長 

束
村
雅
則 

(

下
水
道
全
般)

　
　
　
　 

大
森
忠
昭 

(

公
共
下
水
道
事
業
全
般)

　
集
落
排
水
係
長 

森
　
忠
臣 

(

集
落
排
水
事
業
全
般)

　
主
　
査 

佃
　
一
彦 

(

下
水
道
事
務
全
般)

　
　
〃
　 

村
上
雄
紀 

(

集
落
排
水)

　
技
　
師 

平
岡
芳
樹 

(

公
共
下
水
道)

◎
　
〃
　 

西
h
真
也 

(

　
　
〃
　
　)

　
臨
　
時 

和
田
公
子 

(

料
金
徴
収
・
庶
務)

課
長
補
佐(

兼)

下
水
道
係
長�

　
係
　
長 

野
中
　
忍 

(

会
　
計)

○
主
　
査 

大
森
恵
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

泉
　
純
子 

(

　
〃
　)

　
事
務
局
長 

池
川
義
晴 

(

議
会
全
般
監
査)

○
主
　
査 

清
水
美
和
子 

(

庶
務
、監
査)

総
務
課�

†
9
6
4_

4
4
0
0

税
務
課�

†
9
6
4_

4
4
0
3

住
民
環
境
課�†

9
6
4_

4
4
0
4

企
画
財
政
課�

�

†
9
6
4_

4
4
0
1

課
長
補
佐(

兼)

事
業
係
長�

登
記
事
務
・
庶
務
・�

法
定
外
公
共
物�

◎
…
新
採
用�

○
…
異
　
動�

重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�
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教
育
課�

†
9
6
4_

4
4
2
0

重
信
幼
稚
園�†

9
6
4_

3
0
9
2

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー�

†
9
6
4_

1
5
0
4

小
・
中
学
校�

施
設
課�

†
9
6
4_

1
5
0
0

図
書
館�

†
9
6
4_

3
4
1
4

歴
史
民
俗
資
料
館�

†
9
6
4_

0
7
0
1

重
信
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー�

†
9
6
4_

2
1
0
1

　
　
　
　 

橋
本
勝
司 

(

青
少
年
健
全
育
成)

　
校
務
員 

和
田
健
治 

(

重
信
中
学
校)

　
　
〃
　 

豊
田
周
子 

(

北
吉
井
小
学
校)

　
　
〃
　 

松
田
公
子 
(

南
吉
井
小
学
校)

　
　
〃
　 

越
智
靖
子 

(

拝
志
小
学
校)

　
　
〃
　 

矢
野
秀
子 

(

上
林
小
学
校)

　
課
　
長 

小
山
澄
男 

(

教
育
行
政
全
般)

○
社
会
教
育
係
長 

青
木
隆
弘 

(

　
　
　
　
　)

　
学
校
教
育
係
長 

a
市
圭
二 

(

　
　
　
　
　)

○
主
　
査 

山
本
一
英 

(

　
　
　
　
　)

　
　
〃
　 

村
上
明
子 

(

　
　
　
　
　)

　
主
　
事 

森
本
泰
誠 

(

　
　
　
　
　)

　
　
　
　 

渡
部
良
仁 

(

　
　
　
　
　)

　
主
　
事 

桂
浦
新
吾 

(

　
　
　
　
　)

　
　
　
　 

和
田
睦
夫 

(

　
　
　
　
　)

　
　
〃
　 

明
星
方
夫 

(

女
性
教
育
・
高
齢
者
教
育)

　
英
語
指
導
助
手 

ラ
ッ
カ
ー
ニ
・
カ
ル
ペ
ッ
シ
ュ�

　
課
　
長 

中
川
秀
孝 

(

各
施
設
管
理
全
般)

　
管
理
係
長 

山
内
弘
子 

(

　
　
　
　
　)

　
主
　
査 

渡
部
真
也 

(

体
育
施
設
管
理
・
運
営)

　
嘱
　
託 

藤
田
小
巻 

(

体
育
施
設
管
理)

　
臨
　
時 

相
原
宗
仁 

(

　
　
〃
　
　)

　
臨
　
時 

古
谷
一
郎 

(

　
　
　
　
　)

　
館
　
長 

岡
　
省
吾

　
　
　
　 

和
田
久
弘 

(

図
書
館
全
般)

　
主
　
査 

和
田
浩
二 

(

図
書
館
管
理)

　
嘱
　
託 

中
矢
　
清 

(

図
書
館
整
理)

　
　
〃
　 

松
村
太
郎 

(

移
動
図
書
館)

　
　
〃
　 

高
須
賀
万
紀 

(

図
書
館
整
理)

　
臨
　
時 
高
見
令
子 

(

　
　
〃
　
　)

　
館
　
長 

岡
　
省
吾

○
主
　
事 

井
上
隆
文 

(
　
　
　
　
　)

　
嘱
　
託 

河
野
洋
子 

(

資
料
館
管
理
・
展
示)

　
臨
　
時 

松
末
智
子 
(

　
　
〃
　
　)

　
所
　
長 

岩
田
　
守 

(

学
校
給
食
全
般)

　
給
食
係
長 

弓
削
田
直
美 

(

庶
務
・
給
食
会
計
事
務)

　
給
食
技
術
員 

竹
内
和
昭 

(

ボ
イ
ラ
ー
機
械
管
理)

　
　
〃
　 

田
辺
定
則 

(

配
達
・
調
理)

　
　
〃
　 

倉
瀬
克
典 

(

調
　
理)

　
　
〃
　 

岩
田
英
貴 

(

配
達
・
調
理)

　
主
任
調
理
員 

安
平
恭
子 

(

調
　
理)

　
調
理
員 

佐
伯
百
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

八
木
敬
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

大
北
幸
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

岩
田
房
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

越
智
鈴
美 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

野
中
良
子 

(

　
〃
　)

　
県
職
員 

平
岡
佳
織 

(

栄
養
士)

　
臨
時
調
理
員 

横
野
久
美
子 

(

調
　
理)

　
臨
時
調
理
員 

成
田
陽
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

泉
岡
公
恵 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

野
中
恵
美
子 

(

　
〃
　)

　
園
　
長 

渡
部
ア
イ
子

　
主
任
教
諭 

白
戸
惠
美
子 

(

フ
リ
ー)

○
教
　
諭 

對
馬
文
代 
(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

高
橋
淑
香 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

森
　
千
夏 

(

４
歳
児)

◎
　
〃
　 

山
内
麻
紀 

(

５
歳
児)

◎
　
〃
　 

曽
我
部
真
理 

(

４
歳
児)

　
講
　
師 

宮
内
潤
子 

(

５
歳
児)

　
　
〃
　 

武
智
　
綾 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

岡
本
砂
織 

(

５
歳
児)

　
　
〃
　 

田
中
旬
恵 

(

３
歳
児)

　
臨
時
校
務
員 

戒
能
由
紀�

北
吉
井
幼
稚
園�

†
9
6
4_

5
9
5
2

　
園
　
長 

阿
部
伸
子

○
主
任
教
諭 

田
中
千
秋 

(

フ
リ
ー)

　
教
　
諭 

井
上
安
世

　
　
〃
　 

藤
本
恵
理
子 

(

４
歳
児)

　
　
〃
　 

朝
比
奈
弥
生

◎
　
〃
　 

酒
井
眞
理
子 

(

５
歳
児)

◎
　
〃
　 
山
野
梨
奈 

(

４
歳
児)

　
講
　
師 
榎
股
利
香 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

松
本
か
す
み 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

亀
井
敦
子 

(

５
歳
児)

　
　
〃
　 

中
嶋
千
春 

(
３
歳
児)

　
臨
時
校
務
員 

渡
部
初
美�

南
吉
井
第
二
保
育
所�

†
9
6
4_

3
1
2
2

○
所
　
長 

玉
乃
井
京
子

　
主
任
保
育
士 

八
木
幸
美 

(

フ
リ
ー)

○
保
育
士 

阿
部
信
恵 

(

５
歳
児)

　
　
〃
　 

森
　
優
子 

(

０
歳
児)

　
　
〃
　 

岡
本
千
鶴 

(

１
・
２
歳
児)

○
　
〃
　 

瞿
曇
恵
美 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

池
川
昭
子 

(

４
歳
児)

◎
保
育
士 
篠
浦
美
智 

(

１
歳
児)

　
臨
時
保
育
士 

関
岡
博
美 

(

０
歳
児)

　
　
〃
　 

月
原
京
子 

(

１
・
２
歳
児)

　
調
理
員 

村
上
美
保
子 

(

調
理
担
当)

　
臨
時
調
理
員 

瀧
野
八
重
子 

(

　
〃
　)

　
　
〃
　 

宮
崎
琴
美 

(

　
〃
　)

拝
志
保
育
所�†

9
6
4_

3
0
0
3

　
所
　
長 

渡
部
幸
子

　
主
任
保
育
士 

上
堂
由
美 

(

４
・
５
歳
児)

○
保
育
士 

山
内
裕
子 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

高
橋
直
子 

(

１
歳
児)

　
臨
時
保
育
士 

垣
下
和
江 

(

フ
リ
ー)

　
　
〃
　 

東
　
由
桂 

(

２
歳
児)

　
調
理
員 

大
北
鹿
代
子

　
臨
時
調
理
員 

松
田
美
和�

上
林
保
育
所�†

9
6
4_

6
1
1
1

退
職
者�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。�

○
所
　
長 

渡
部
敏
子

　
保
育
士 

真
鍋
も
も
こ 

(

５
歳
児)

　
臨
時
保
育
士 

楠
本
桂
子 

(

３
・
４
歳
児)

　
調
理
員 

菅
能
潤
子�

　
住
民
環
境
課 

芥
川
　
昭

　
福
祉
課 

西
山
友
音

　
　
〃
　 

中
須
賀
章
子

　
　
　
　 

奥
村
久
子

　
上
林
保
育
所 

三
瀬
靖
美

　
北
吉
井
幼
稚
園 

小
田
か
よ
子

　
重
信
幼
稚
園 

池
川
キ
ヌ
子

　
給
食
セ
ン
タ
ー 

小
倉
サ
キ
子

　
　
〃
　 

三
村
佐
江
子�

南
吉
井
保
育
所�

†
9
6
4_

2
2
3
5

　
所
　
長 

石
田
ト
シ
子

○
主
任
保
育
士 

野
中
美
保 

(

フ
リ
ー)

　
保
育
士 

大
西
　
幸 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

高
市
志
保 

(

４
・
５
歳
児)

○
　
〃
　 

浅
野
め
ぐ
み 

(

１
歳
児)

　
　
〃
　 

八
木
綾
子 

(

育
　
教)

　
　
〃
　 

渡
部
仁
美 

(

１
歳
児)

　
　
〃
　 

小
山
佳
織 

(

０
歳
児)

◎
　
〃
　 

竹
内
信
美 

(

１
・
２
歳
児)

　
臨
時
保
育
士 

高
須
賀
美
智
子 

(

０
歳
児)

　
　
〃
　 

山
之
内
美
智
子 

(

２
歳
児)

　
　
〃
　 

渡
部
由
美
子 

(

０
歳
児)

　
　
〃
　 

谷
口
陽
一 

(

３
歳
児)

　
調
理
員 

中
島
カ
ヨ
子 

　
　
〃
　 

嶌
川
明
美�

双
葉
保
育
所�†

9
6
4_

2
2
3
3

　
所
　
長 

中
川
幸
恵

　
主
任
保
育
士 

a
市
妃
登
美 

(

フ
リ
ー)

　
保
育
士 

黒
河
亜
紀 

(

緑
組
４
歳
児)

○
　
〃
　 

田
中
か
お
り 

(

育
教)

　
保
育
士 

宮
井
恵
美 

(

１
歳
児)

　
　
〃
　 

高
橋
　
忍 

(

３
歳
児)

　
　
〃
　 

山
内
真
紀 

(

５
歳
児)

　
　
〃
　 

松
田
明
香 

(

２
歳
児)

　
　
〃
　 

高
須
賀
千
恵 

(

１
歳
児)

　
　
〃
　 

丹
生
谷
麻
子 

(

１
・
２
歳
児)

◎
　
〃
　 

河
野
知
香 

(

１
歳
児)

　
臨
時
保
育
士 

大
西
代
利
子 

(

３
歳
児)

　
調
理
員 

岸
尾
千
代
子

　
　
〃
　 

丹
生
谷
百
合
子

　
臨
時
調
理
員 

丹
生
谷
良
子�

派
遣
社
会�

教
育
主
事�

所
長(

兼)

教
育
相
談
員�

社
会
教
育�

指
導
員�

事
業
計
画
、予
算
・
決
算
、経�

営
管
理
、例
規
整
備
、統
計�

施
設
管
理
全
般
・
町
民
会
館
・�

体
育
施
設
・
許
可
・
使
用
料�

課
長
補
佐�

(

兼)

係
長�

歴
史
民
俗
資
料
館
運
営�

全
般
・
埋
蔵
文
化
財
全
般�

町
民
会
館
・
体
育�

施
設
管
理
・
運
営�

資
産
管
理
、許
認
可
、申
込
、�

異
動
処
理
・
検
針
、給
水
装
置�

料
金
調
停
収
納
、施
設
維
持
管�

理
、給
水
サ
ー
ビ
ス
・
水
質
検
査�

統
合
簡
易
水
道
事
業
、施
設
維
持�

管
理
、給
水
サ
ー
ビ
ス
・
漏
水
修
理�

水
道
課�

†
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4
4
1
6

　
課
　
長 
岩
川
孝
男 

(

水
道
事
業
全
般)

　
　
　
　 

森
　
知
男 

(

　
　
　
　
　)

　
管
理
係
長 

森
　
　
定 

(

　
　
　
　
　)

○
主
　
査 

渡
部
俊
也 

(
　
　
　
　
　)

　
技
　
師 

池
田
覚
志 

(
　
　
　
　
　)

◎
技
師
補 

渡
部
真
典 

(

　
　
〃
　
　)

　
臨
　
時 

宇
高
孝
美 

(

庶
務
、出
納
事
務
、文
書)

社
会
教
育
委
員
会
・
同
和
教
育
・
国�

庫
保
持
事
業(

統
括)

・
文
化
協
会�

教
育
委
員
会
・
学
校
施
設
整
備
・�

日
本
体
育
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー�

公
民
館
・
成
人
式
・
イ�

ベ
ン
ト
・
親
子
ふ
れ
あ
い�

学
童
保
育
・
家
庭
教
育
・
手
話�

教
室
・
中
央
料
理
教
室
・
庶
務�

幼
稚
園
・
就
園
奨�

励
・
就
学
関
係�

社
会
体
育
・
体
育
指
導
員
・
体
育�

協
会
・エ
ア
ロ
ビ
・
わ
ん
ぱ
く
広
場�

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
・
Ｉ
Ｔ
講
習
会
・
補
導�

セ
ン
タ
ー・い
じ
め
不
登
校
・
郊
外
活
動�

同
和
教
育
・
町�

同
教
事
務
局�

南
吉
井
第
二�

保
育
所�

課
長
補
佐(

兼)

工
務
係
長�
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